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故言司は 15番 まであるが、通常 1番 と 6

1番  Wilhelmus van Nassouwe

Ben ik van Dllitsen bloedゃ

Den vaderland getrOu、ve

Brijfik tot in den d00d`

Een Pril■ce van Ora1lje(1■)

Ben ik vr埼,Onverveerd.

Den Koning van Hispatte(n)

Heb ik altttd geeerd.

番が歌われる。 マ ルニクス ・ヴァン ・シン ト

ナッサウ伯ウィレム

我は ドイッの血紡なり。

祖国に忠実で

死に至るまでかくあらん。

オラニエ公

我は自由で大胆である。

スペイン国工には

我は常変わらず信義を尽くしてきた。

6番  MiJn schild el■de betどoLlwen

Zttt g巧,O God,mttn Heer.

Op u zO wilik bOuwell、

Verlaat mtt nimluermeer:

U、v dienaar t'aller stOnd,

Die tirannie verdrl」ve ll,

Datik dOch、ァr00m magblも Ven, そ うすれば我も敬虔で

我は盾ににして我がたのみ、

それはあなたにほかならない、おお神よ、我が主よ。

あなたのことを我はそれほどまでに頼つている。

再び我を見捨てることなかれ。

永遠にあなたのしもべであり続け、

我が心をさいなむ

Die mもmおn hert doorwOndt` 専 制政治を駆逐するであろう。
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